
今、求められている国語の力が身につく！ 

 
 

１ 知識５（  月   日）  ６ 思考・表現１（  月   日） 

２ 活用７（  月   日）  ７  思考・表現２（  月   日） 

３ 活用８（  月   日）  ８ 思考・表現３（  月   日） 

４ 活用９（  月   日）   

５ 活用10（  月   日）   

    

    

  ※ 計画を立てて取り組みましょう。 

※ 解答例（p.１９～）が付いています。 

やり直しまでがんばりましょう！ 
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自分の答えとの違い

を考えてみよう。 

なぜ、この答えにな

るのだろう。 
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国
語
の
チ
カ
ラ

【
活
用
7

】

（

例

）

現

在

は

、

「

し

て

は

な

ら

な

い

こ

と

」

と

い

う

意

味

を

表

す

際

に

、

「

無

用

」

以

外

の

言

葉

を

使

う

こ

と

が

多

く

、

「

無

用

」

と

い

う

言

葉

に

「

し

て

は

な

ら

な

い

こ

と

」

と

い

う

意

味

が

あ

る

こ

と

が

分

か

り

に

く

く

な

っ

て

い

る

の

か

も

入

れ

な

い

か

ら

。

ま

た

、

「

天

地

無

用

」

は

「

逆

に

す

る

こ

と

」

に

当

た

る

内

容

が

省

略

さ

れ

た

言

い

方

に

な

っ

て

い

て

、

そ

れ

に

気

付

か

な

い

と

「

無

用

」

を

他

の

意

味

で

捉

え

か

ね

な

い

か

ら

。

国
語
の
チ
カ
ラ

【
知
識
5

】

束

（

ね

る

）

許

（

す

）

み

が

（

く

）

こ

お

（

る

）

も

け

い

（

例

）

私

は

、

ス

ポ

ー

ツ

選

手

の

努

力

す

る

姿

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

心

を

打

た

れ

た

。

（

例

）

言

う

に

は

と

お

さ

ざ

る

な

し
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国
語
の
チ
カ
ラ

【
活
用
８

】

（

例

）

山

川

さ

ん

は

、

人

型

と

動

物

型

の

ど

ち

ら

の

ロ

ボ

ッ

ト

を

お

ば

あ

さ

ん

に

贈

り

た

い

と

思

っ

た

の

で

す

か

。

国
語
の
チ
カ
ラ

【
活
用
9

】

（

例

）

む

か

し

、

国

司

の

長

男

殿

が

自

分

の

夢

を

夢

う

ら

な

い

の

女

に

み

て

も

ら

う

と

、

大

臣

に

ま

で

出

世

す

る

夢

だ

と

言

わ

れ

た

。

そ

の

夢

を

横

取

り

し

た

ひ

き

の

ま

き

ひ

と

は

、

自

分

で

も

ひ

た

す

ら

勉

強

し

て

、

本

当

に

大

臣

に

な

っ

た

。

一

方

、

国

司

の

長

男

殿

は

官

職

も

つ

か

な

い

身

分

で

終

わ

っ

て

し

ま

っ

た

。
国
語
の
チ
カ
ラ

【
活
用
1
0

】
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ど

の

よ

う

な

と

こ

ろ

に

魅

力

を

感

じ

ま

す

か

。

（

解

答

例

）

桜

の

木

ま

で

と

ぶ

こ

と

が

で

き

れ

ば

、

じ

い

ち

ゃ

ん

の

病

気

も

よ

く

な

る

と

い

う

願

い

も

か

な

う

と

信

じ

、

難

し

い

課

題

に

ち

ょ

う

戦

し

よ

う

と

し

て

い

る

。
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カ
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】

（

解

答

例

Ⅱ

）

私

は

、

新

た

な

作

物

を

つ

く

る

科

学

技

術

は

必

要

だ

と

考

え

る

。

　

今

、

地

球

上

で

は

気

候

変

動

が

激

し

く

な

り

、

こ

れ

ま

で

の

常

識

が

通

用

し

な

い

く

ら

い

の

自

然

現

象

が

起

こ

っ

て

い

る

。

こ

の

ま

ま

で

は

、

現

在

の

作

物

も

育

て

ら

れ

な

く

な

る

こ

と

が

予

想

さ

れ

る

か

ら

、

新

た

な

品

種

が

い

ず

れ

必

要

に

な

る

と

思

う

か

ら

で

あ

る

。

（

解

答

例

Ⅰ

）

十

分

に

栄

養

分

を

送

る

こ

と

が

で

き

な

い

か

ら

。

（

解

答

例

Ⅱ

）

均

等

に

栄

養

分

が

行

き

渡

る

よ

う

に

す

る

の

は

難

し

い

か

ら

。

（

解

答

例

Ⅲ

）

均

等

に

栄

養

分

が

行

き

渡

る

よ

う

に

す

る

の

は

難

し

い

か

ら

。

（

解

答

例

Ⅰ

）

私

は

、

新

た

な

作

物

を

つ

く

る

科

学

技

術

は

必

要

な

い

と

思

う

。

　

な

ぜ

な

ら

、

現

在

、

栽

培

さ

れ

て

い

る

作

物

の

多

く

は

、

長

い

歴

史

の

中

で

育

て

ら

れ

て

き

た

文

化

だ

と

思

う

か

ら

、

そ

の

ま

ま

の

姿

で

守

り

育

て

て

行

く

べ

き

も

の

だ

と

考

え

る

。

（

解

答

例

Ⅰ

）

ど

の

よ

う

な

点

が

お

好

き

で

す

か

。

（

解

答

例

Ⅱ

）
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